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PDE4 阻害剤 E6005 を報告している。審査対象論文では、この E6005 の効果をヒトにおいて検証した。 
  先ず著者は、健康成人男性を対象として皮膚刺激性試験を実施し、E6005 軟膏に皮膚刺激性、光蕁
麻疹及び光毒性がないことを明らかにした。皮膚刺激性試験後に、軟膏基剤を対照として同一被験者を
無作為化して 5 日間反復塗布試験を実施し、安全性に問題はなく、忍容性は良好であることを示した。




濃度は定量下限値未満であるものの、32 例中 3 例で血漿中 M11 濃度が検出されたことから、皮膚損傷






















  平成 29 年 1 月 16 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員の出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、
審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有する者として認める。 
